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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遅延ライン(38)に、リファレンスクロック(ＣｌｋＲＥＦ)を入力として与える工程と、
前記リファレンスクロックを用いて前記遅延ラインの出力に出力クロック(Ｃｌｋｏｕｔ)
を生成する工程と、前記出力クロックからフィードバッククロック(ＣｌｋＦＢ)を生成す
る工程とを含む方法において、
　前記フィードバッククロックから、前記フィードバッククロックに対して遅延量が変化
する第１遅延フィードバッククロック(ＦＢ１)と、前記第１遅延フィードバッククロック
に対して遅延量が一定の第２遅延フィードバッククロック(ＦＢ２)とを得る工程と、
　前記リファレンスクロック、前記第１遅延フィードバッククロック及び前記第２遅延フ
ィードバッククロックの位相の間の関係に基づいて、前記遅延ラインの遅延を調整する工
程とを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１遅延フィードバッククロック及び前記第２遅延フィードバッククロックを得る
工程は、
　第１可変遅延(82)で前記フィードバッククロックを遅延させて、前記第１遅延フィード
バッククロックを得る工程と、
　第２固定遅延(56)で前記フィードバッククロックを遅延させて、前記第２遅延フィード
バッククロックを得る工程とを含む、請求項１の方法。
【請求項３】
　第３遅延(58)で前記リファレンスクロックを遅延させて、遅延リファレンスクロック(



(2) JP 2007-538468 A5 2010.8.5

ＣｌｋＲＥＦｄ)を得る工程を更に含んでおり、
　前記遅延ラインの遅延を調整する工程は、前記遅延リファレンスクロック、前記第１遅
延フィードバッククロック及び前記第２遅延フィードバッククロックの位相の間の関係に
基づいて、前記遅延ラインの遅延を調整する工程を含む、請求項２の方法。
【請求項４】
　前記第３遅延の量は、前記第２遅延の半分である、請求項３の方法。
【請求項５】
　前記遅延リファレンスクロックの立ち上がりエッジで前記第１遅延フィードバッククロ
ックをサンプリングして、第１ロジック値を生成する工程(62)と、
　前記遅延リファレンスクロックの立ち上がりエッジで前記第２遅延フィードバッククロ
ックをサンプリングして、第２ロジック値を生成する工程(60)と、
　前記第１ロジック値と前記第２ロジック値の両方がバイナリ「１」である間、前記遅延
ラインの初期化の際に、前記第１遅延を前記フィードバッククロックに与える工程(66)と
を更に含む、請求項３の方法。
【請求項６】
　前記第１ロジック値がなおバイナリ「１」である一方で、前記第２ロジック値がバイナ
リ「０」に最初に至ると、前記第１遅延を前記フィードバッククロックに与えることをや
める工程を更に含む、請求項５の方法。
【請求項７】
　前記第１ロジック値と前記第２ロジック値の両方がバイナリ「１」である間、前記遅延
ラインの初期化の際に、前記遅延ラインの遅延を第１の向きに調整する工程を更に含む、
請求項５の方法。
【請求項８】
　前記第１ロジック値がなおバイナリ「１」である一方で、前記第２ロジック値がバイナ
リ「０」に最初に至ると、前記遅延ラインの遅延を前記第１の向きに調整することをやめ
る工程を更に含む、請求項７の方法。
【請求項９】
　リファレンスクロック(ＣｌｋＲＥＦ)を受信して、それから出力クロック(Ｃｌｋｏｕ
ｔ)を生成する遅延ライン(38)と、前記出力クロックからフィードバッククロック(Ｃｌｋ
ＦＢ)を生成する入出力モデル(44)と、前記遅延ラインと結合しており、前記フィードバ
ッククロック及び前記リファレンスクロックを受信する位相検出器(40)とを具える同期回
路において、
　前記位相検出器は、前記フィードバッククロックから、前記フィードバッククロックに
対して遅延量が変化する第１遅延フィードバッククロック(ＦＢ１)と、前記第１遅延フィ
ードバッククロックに対して遅延量が一定の第２遅延フィードバッククロック(ＦＢ２)と
を生成し、
　前記位相検出器は、更に、前記リファレンスクロック、前記第１遅延フィードバックク
ロック及び前記第２遅延フィードバッククロックの位相の間の関係に基づいて、前記遅延
ラインの遅延を調整するように構成されていることを特徴とする同期回路。
【請求項１０】
　前記位相検出器は、
　前記フィードバッククロックに第１遅延を与えて、それにより前記第１遅延フィードバ
ッククロックを生成する第１遅延ユニット(82)と、
　前記第１遅延フィードバッククロックに第２遅延を与えて、それにより前記第２遅延フ
ィードバッククロックを生成する第２遅延ユニット(56)とを含む、請求項９の回路。
【請求項１１】
　前記位相検出器は、前記リファレンスクロックに遅延を与えて、遅延リファレンスクロ
ック(ＣｌｋＲＥＦｄ)を得る第３遅延ユニット(58)を更に具えており、
　前記位相検出器は、前記遅延リファレンスクロック、前記第１遅延フィードバッククロ
ック及び前記第２遅延フィードバッククロックの位相の間の関係に基づいて、前記遅延ラ
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インの遅延を調整するように構成されている、請求項１０の回路。
【請求項１２】
　前記第３遅延の量は、前記第２遅延の量の半分である、請求項１１の回路。
【請求項１３】
　前記位相検出器は、
　前記第１遅延フィードバッククロックをその立ち上がりエッジでサンプリングして、第
１ロジック値を生成する第１サンプラ回路(62)と、
　前記第２遅延フィードバッククロックをその立ち上がりエッジでサンプリングして、第
２ロジック値を生成する第２サンプラ回路(60)と、
　前記第１ロジック値と前記第２ロジック値の両方がバイナリ「１」である間、前記同期
回路の初期化の際に、前記第１遅延を前記フィードバッククロックに与える制御ユニット
(66)とを含む、請求項９の回路。
【請求項１４】
　前記制御ユニットは、前記第１ロジック値がなおバイナリ「１」である一方で、前記第
２ロジック値が最初にバイナリ「０」になると、前記フィードバッククロックに前記第１
遅延を与えることをやめる、請求項１３の回路。
【請求項１５】
　前記制御ユニットは、前記第１ロジック値と前記第２ロジック値がバイナリ「１」であ
る間、前記同期回路の初期化の際に、前記遅延ラインの遅延を調整するように構成されて
いる、請求項１３の回路。
【請求項１６】
　前記制御ユニットは、前記第１ロジック値がなおバイナリ「１」である一方で、前記第
２ロジック値が最初にバイナリ「０」になると、前記遅延ラインの遅延の調整を中止する
ように構成されている、請求項１５の回路。
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